
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
家
畜
等
の
移
動
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禁
止
す
る
区
域
の
指
定
の
解
除
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
六
三
三

○
換
地
計
画
の
決
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三
三

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三
三

公
　
　
　
告

○
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三
三

○
平
成
二
十
一
年
度
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三
四

公
安
委
員
会

山
梨
県
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
二
条
の
三
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
六
三
五

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る

区
域
の
指
定
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
第
二
九
九
号
）
は
、
解
除
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
春
日
居
第
一
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

笛
吹
市
役
所

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
八
日
か
ら
同
年
一
月
二
十
二
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

鶯
宿
上
曽
根

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
字
蘇
在
塚
四
八

八
八
・
三
平
成
二
十
一

線

二
五
番
の
一
地
先
か
ら

年
十
二
月
三

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
字
蘇
在
塚
四
八

日

二
八
番
の
一
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

'

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
試
験
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
一
号
　
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
三
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
一
年

十
二
月
三
日

第
二
千
一
号

木　曜　日

、
、



平
成
二
十
二
年
二
月
六
日
（
土
）

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
池
田
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
立
大
学
池
田
キ
ャ
ン
パ
ス

三
　
試
験
の
種
類

１
　
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

２
　
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

３
　
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

四
　
受
験
資
格

学
歴
、
年
齢
及
び
性
別
を
問
わ
な
い
。

五
　
試
験
の
方
法
及
び
科
目

１
　
筆
記
試
験

（一）

毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規

（二）

基
礎
化
学

（三）

毒
物
及
び
劇
物
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法

２
　
実
地
試
験

毒
物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取
扱
方
法

六
　
受
験
手
続

１
　
提
出
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

住
民
票
抄
本
（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

（三）

写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
無
帽
、
上
半
身
像
、
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
裏
面
に
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
を
願
書
の
写

真
欄
に
は
り
付
け
る
こ
と
。）

２
　
受
験
手
数
料

一
万
五
百
円（
受
験
願
書
に
一
万
五
百
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、

消
印
し
な
い
こ
と
。）

受
験
手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

七
　
受
験
願
書
の
受
付
期
間
及
び
提
出
先

１
　
受
付
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
五
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
二
日
（
火
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
県
外
居
住
者
で

あ
っ
て
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
一
月
五
日
（
火
）
か
ら
同
月
九
日
（
土
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
を
有
効
と
す
る
。

２
　
提
出
先

各
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
（
支
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。））
に
提
出
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
県
外
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一

丁
目
六
番
一
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

八
　
試
験
結
果
の
発
表
等

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
県
庁
南
側
及
び
各
保
健
福
祉
事
　

務
所
（
保
健
所
）
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
示
す
る
。
ま
た
、
合
格
者
に
は
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

九
　
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
四
九
一
）

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

'

平
成
二
十
一
年
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
平
成
二
十
一

年
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

二
Ｈ
―
一
〇
〇
二
二
Ｐ

大
　
澤
　
　
　
輝

二
Ｈ
―
一
〇
七
八
五
Ｐ

中
　
田
　
雅
　
弘

二
Ｈ
―
一
〇
〇
三
五
Ｎ

●
　
野
　
聡
　
子

二
Ｈ
―
一
〇
八
二
九
Ｙ

星
　
野
　
志
　
保

二
Ｈ
―
一
〇
一
三
四
Ｐ

黒
　
澤
　
雄
一
郎

二
Ｈ
―
一
〇
八
七
一
Ｙ

横
　
倉
　
　
　
誠

二
Ｈ
―
一
〇
一
六
三
Ｒ

山
　
口
　
葉
　
子

二
Ｈ
―
一
〇
八
八
二
Ｎ

小
　
林
　
　
　
睦

二
Ｈ
―
一
〇
二
〇
五
Ｒ

秋
　
山
　
龍
　
也

二
Ｈ
―
一
〇
九
五
五
Ｙ

高
　
部
　
　
　
優

二
Ｈ
―
一
〇
二
二
一
Ｋ

長
　
阪
　
俊
　
樹

二
Ｈ
―
一
〇
九
六
七
Ｐ

古
　
屋
　
た
ま
き

二
Ｈ
―
一
〇
二
二
九
Ｌ

名
　
取
　
宏
　
展

二
Ｈ
―
一
〇
九
八
〇
Ｎ

末
　
木
　
淳
　
一

二
Ｈ
―
一
〇
二
三
四
Ｙ

雨
　
宮
　
大
　
介

二
Ｈ
―
一
〇
九
八
一
Ｐ

山
　
口
　
宏
　
幸

二
Ｈ
―
一
〇
二
四
八
Ｙ

見
　
藤
　
明
　
彦

二
Ｈ
―
二
〇
〇
〇
九
Ｍ

仲
　
野
　
正
　
範

二
Ｈ
―
一
〇
二
六
二
Ｙ

柘
　
植
　
宗
　
光

二
Ｈ
―
二
〇
〇
一
九
Ｒ

堀
　
水
　
　
　
朗

二
Ｈ
―
一
〇
二
九
五
Ｐ

小
　
林
　
勇
　
介

二
Ｈ
―
二
〇
〇
三
〇
Ｍ

焼
　
広
　
和
　
欣

二
Ｈ
―
一
〇
三
一
七
Ｒ

橘
　
田
　
奈
　
月

二
Ｈ
―
二
〇
〇
三
八
Ｎ

百
　
瀬
　
公
　
雄

二
Ｈ
―
一
〇
三
一
九
Ｋ

須
　
田
　
高
　
志

二
Ｈ
―
二
〇
〇
五
二
Ｎ

望
　
月
　
直
　
人

二
Ｈ
―
一
〇
三
三
三
Ｋ

細
　
内
　
か
お
る

二
Ｈ
―
二
〇
〇
六
六
Ｎ

柳
　
澤
　
祐
　
介

二
Ｈ
―
一
〇
三
七
三
Ｒ

中
　
込
　
　
　
聡

二
Ｈ
―
二
〇
〇
八
一
Ｐ

丹
　
澤
　
康
　
二

二
Ｈ
―
一
〇
三
八
三
Ｌ

一
ノ
瀬
　
千
　
玄

二
Ｈ
―
二
〇
一
一
八
Ｙ

城
　
戸
　
康
　
宏

二
Ｈ
―
一
〇
四
一
八
Ｌ

川
　
村
　
涼
　
太

二
Ｈ
―
二
〇
一
七
三
Ｒ

有
　
野
　
　
　
大

二
Ｈ
―
一
〇
五
一
八
Ｎ

野
　
田
　
健
　
浩

二
Ｈ
―
二
〇
二
三
九
Ｌ

奥
　
脇
　
多
佳
幸

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
一
号
　
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

六
三
四



二
Ｈ
―
一
〇
五
七
二
Ｌ

阿
　
部
　
大
　
器

二
Ｈ
―
二
〇
三
〇
五
Ｐ

雨
　
宮
　
広
　
行

二
Ｈ
―
一
〇
六
六
〇
Ｒ

穂
　
坂
　
　
　
剛

二
Ｈ
―
二
〇
三
二
七
Ｒ

淡
　
路
　
　
　
礼

二
Ｈ
―
一
〇
六
六
九
Ｋ

櫛
　
田
　
浩
　
行

二
Ｈ
―
二
〇
三
三
二
Ｎ

佐
　
野
　
公
　
人

二
Ｈ
―
一
〇
七
〇
一
Ｐ

中
　
野
　
大
　
地

二
Ｈ
―
二
〇
三
七
五
Ｐ

秋
　
山
　
浩
　
二

二
Ｈ
―
一
〇
七
四
二
Ｎ

二
　
宮
　
　
　
彰

二
Ｈ
―
二
〇
三
八
二
Ｐ

山
　
田
　
佳
　
美

二
Ｈ
―
一
〇
七
四
三
Ｐ

吉
　
村
　
郁
　
美

二
Ｈ
―
二
〇
三
九
三
Ｌ

田
　
中
　
輝
　
彦

二
Ｈ
―
一
〇
七
五
七
Ｐ

川
　
口
　
拓
　
郎

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

山
梨
県
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
二
条
の
三
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
利
　
　
男

山
梨
県
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
二
条
の
三
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
二
条
の
三
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
」
の
下
に
「
第
四
条
の
三
第
二
項
及
び
」
を
加
え
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
医
師
」
を
「
前
二
項
の
医
師
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
中
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」

を
「
法
」
に
改
め
、「（
以
下
「
医
師
の
指
定
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
の
表
の
第
一
号
中
「
第

五
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
病
気
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
適

正
な
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
病
気
」
に
、「
第
五
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第

三
号
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に

改
め
、
同
表
の
第
二
号
中
「
第
五
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
の
第
三
号

中
「（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と

し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
四
条

の
三
第
二
項
の
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
の
区
分
に
応
じ
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
医
師
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

診
断
の
対
象
者

医
　
　
師

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
上
欄
の
認
知
症
の
診
断
に
つ
い
て
特
に
専
門
的
な
知

三
号
）
第
八
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
認
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
医
師

知
症
で
あ
る
者

第
二
条
中
「
医
師
」
を
「
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
医
師
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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